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『
よ
く
遊
び
　
よ
く
学
べ
』

最
近
の
子
供
た
ち
に
は
、
三
つ
の
大
切
な
「
間
」
が
な
く
な
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。「
時
間
」「
空
間
」「
仲
間
」
の
三
つ
で
す
。
し
か
し
、
遊
び
が
も
つ
意
味
や
価
値
を
考

え
た
時
、
こ
の
三
つ
の
大
切
な
「
間
」
を
、
遊
び
は
十
分
に
も
っ
て
い
ま
す
。

子
供
は
大
勢
（
集
団
）
で
遊
ぶ
中
で
成
長
す
る
こ
と
が
大
い
に
あ
り
ま
す
。
遊
び
の
中

で
、
子
供
た
ち
は
子
供
た
ち
な
り
に
遊
び
の
ル
ー
ル
を
学
び
、
あ
る
い
は
創
造
し
、
友
情
や

信
頼
、
や
さ
し
さ
や
思
い
や
り
と
い
っ
た
、
人
と
し
て
の
心
の
大
切
さ
を
感
じ
取
っ
て
い
く

も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
時
に
は
悔
し
さ
や
悲
し
さ
、
そ
し
て
我
慢
や
辛
抱
な
ど
を
体

験
し
て
い
き
ま
す
。

遊
び
は
「
仲
間
」
が
な
く
て
は
成
立
し
ま
せ
ん
。「
時
間
」
も
「
空
間
」
も
ま
た
必
要
で

す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
地
域
で
の
遊
び
仲
間
が
少
な
く
な
り
、

他
か
ら
与
え
ら
れ
た
機
会
や
場
の
中
で
過
ご
す
子
供
た
ち
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
仲

間
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
く
い
か
ず
、
悩
み
、
苦
し
ん
で
い
る
子
供
た
ち
も
多

く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
に
あ
る
子
供
た
ち
に
と
っ
て
、
学
校
に
お
い
て
は
、「
よ
く
遊

び
、
よ
く
学
べ
」
と
い
う
こ
と
が
と
て
も
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
今
日
も
い
っ
ぱ
い
遊
ん
だ
ぞ
。
さ
あ
い
っ
ぱ
い
勉
強
す
る
ぞ
。」
と
い
う
子
供
た
ち
を
ど

ん
ど
ん
育
て
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

�

武
蔵
村
山
市
教
育
長
　
池
谷
　
光
二

「まちづくり」を担う子供たちを育てる「まちづくり」を担う子供たちを育てる
～第十小学校「防災キャンプ」「起業家教育プログラム」～

南海トラフ地震や首都直下地震
の危険性が叫ばれる中、実際に学
校に避難するシミュレーションを
行う機会として、「防災キャン
プ」を実施しました。市の防災安
全課や学校運営協議会などの御協
力をいただき、児童・教職員が避
難所開設の手順について、体験的
に学ぶことができました。

また、昨年度の「金融教育」の
取組をレベルアップさせ、今年度
は「起業家教育」を実践していま
す。起業家の講演を皮切りに、夏
まつりの販売体験に向けて、起業
のプロセスを学んでいきます。

第十小学校では、まちづくりを
担う子供たちに、体験を通して学
ぶプログラムを提供していきます。
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教育長職務代理者に大野順布氏が再任
４月1日付で、教育長職務代理者に大野順布

氏が再任しました。
なお、教育委員の構成は次のとおりです。

職　名 氏　名 任　期
教育長 池谷　光二 自　令和3年４月1日

至　令和6年3月31日
教育長職務代理者 大野　順布 自　令和2年1月1日

至　令和5年12月31日
教育委員 杉原　栄子 自　令和2年10月1日

至　令和6年9月30日
教育委員 比留間雅和 自　令和3年10月1日

至　令和7年9月30日
教育委員 潮　美和 自　令和４年10月1日

至　令和8年9月30日

夏
季
休
業
日
中
に
お
け
る
市
立
学
校

�

一
斉
休
業
日
の
お
知
ら
せ

移
動
教
室
・
修
学
旅
行
に

�

補
助
し
て
い
ま
す

子
ど
も
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

�

募
集
し
ま
す
！

今
年
も
水
田
学
習
が
始
ま
り
ま
し
た

教
員
一
人
一
人
が
、
心
身
の
健
康
を
増

進
し
、
よ
り
効
率
的
・
効
果
的
に
教
育
活

動
が
行
え
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
8
月
5

日
（
土
）
か
ら
8
月
13
日
（
日
）
ま
で
の

連
続
9
日
間
を
「
学
校
一
斉
休
業
日
」
と

し
、
学
校
の
業
務
を
休
止
し
ま
す
。

一
斉
休
業
期
間
中
に
児
童
・
生
徒
の
生

命
に
関
わ
る
よ
う
な
重
大
な
事
件
・
事
故

が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
市
役
所

（
0
4
2
ー
5
6
5
ー
1
1
1
1
）
に
御

連
絡
く
だ
さ
い
。
必
要
に
応
じ
、
市
役
所

か
ら
校
長
・
副
校
長
へ
連
絡
い
た
し
ま
す
。

市
内
小
・
中
学
校
に
お
い
て
、
学
校
外

に
教
育
の
場
を
求
め
て
行
わ
れ
て
い
る
移

動
教
室
・
修
学
旅
行
に
対
し
、
保
護
者
の

負
担
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、
一
人
で
も

多
く
の
児
童
・
生
徒
の
み
な
さ
ん
が
参
加

で
き
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
宿
泊
費
の

一
部
を
市
が
負
担
し
て
い
ま
す
。

【
一
人
当
た
り
補
助
額
】

・
移
動
教
室
　
5
，
5
0
0
円

・
修
学
旅
行
　
８
，
７
0
0
円

修
学
旅
行
な
ど
が
実
施
で
き
な
い
時
期

も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
楽
し
い

思
い
出
作
り
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

子
ど
も
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
、
市

内
各
小
学
校
の
学
校
区
域
の
通
学
路
及
び

地
域
内
に
お
い
て
、
見
守
り
や
パ
ト
ロ
ー

ル
な
ど
登
下
校
時
の
児
童
の
安
全
を
守
る

活
動
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
従
事
す
る
際

は
、
指
導
員
用
横
断
旗
、
蛍
光
ベ
ス
ト
、

帽
子
、
腕
章
を
貸
与
し
、
着
用
い
た
だ
き

ま
す
。

子
ど
も
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
、
新

規
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
や
っ
て
く
だ
さ
る

児
童
の
保
護
者
、
地
域
の
方
々
を
大
募
集

し
て
お
り
ま
す
。

【
募
集
人
数
】
多
数

【
申
込
】
左
記
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
電
子

申
請
、
又
は
御
希
望
の
小
学
校

の
副
校
長
あ
て
に
電
話
等
に
て

直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
問
合
せ
〉
教
育
総
務
課
教
育
政
策
係

�

☎
0
4
2
‐
5
6
5
‐
1
1
1
1

�

（
内
線
4
2
4
）

〈
問
合
せ
〉
教
育
総
務
課
学
事
係

�

☎
0
4
2
‐
5
6
5
‐
1
1
1
1

�
（
内
線
4
2
6
）

市
で
は
、
野
山
北
公
園
に
学
習
田
を
所

有
し
て
お
り
、
自
然
体
験
・
勤
労
体
験
学

習
及
び
児
童
の
健
全
育
成
を
図
る
た
め

に
、
昭
和
53
年
度
か
ら
、
市
内
の
小
学
校

5
年
生
の
子
供
た
ち
が
、
野
山
北
公
園
内

学
習
田
に
お
い
て
、
水
田
学
習
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

今
年
度
も
市
内
全
小
学
校
5
年
生
が
5

月
下
旬
に
田
植
え
を
、
6
月
下
旬
に
草
取

り
を
行
い
ま
し
た
。

田
植
え
は
ほ
と
ん
ど
の
子
供
た
ち
に

と
っ
て
初
め
て
の
体
験
で
す
が
、
指
導
員

の
丁
寧
な
手
ほ
ど
き
を
泥
ま
み
れ
に
な
り

な
が
ら
も
受
け
、
苗
の
植
え
方
や
水
田
内

で
の
歩
き
方
を
学
び
ま
し
た
。
秋
に
は
稲

刈
り
、
脱
穀
を
体
験
し
ま
す
。

今
後
は
、
稲
作
を
最
後
ま
で
体
験
す
る

こ
と
に
よ
り
、
お
米
を
食
べ
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
ま
で
の
米
作
り
の
大
変
さ
と
、

日
々
実
っ
て
い
く
お
米
作
り
の
面
白
さ
を

体
験
し
、
併
せ
て
食
に
対
す
る
正
し
い
態

度
を
身
に
つ
け
て
い
き
ま
す
。田植えの様子
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全
員
が
登
校
し
た
い

�

と
思
え
る
学
校
に

�

～
大
南
学
園
第
四
中
学
校
～

教
師
一
人
一
人
の
授
業
力
の
向
上

�
目
の
前
に
い
る
児
童
の
課
題
を

�

克
服
・
改
善
し
て
い
く
た
め
に

�

～
大
南
学
園
第
七
小
学
校
～

本
校
で
は
、「
継
続
的
な
授
業
研
究
に

よ
る
教
師
一
人
一
人
の
授
業
力
の
向
上
」

を
研
究
主
題
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
専
門
性

の
高
い
教
員
を
目
指
し
て
授
業
研
究
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

第
七
小
学
校
で
は
こ
の
一
人
一
研
究

を
、
五
年
前
か
ら
す
す
め
て
き
ま
し
た
。

教
師
の
授
業
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
、
児

童
の
学
び
を
深
め
、
学
力
の
向
上
に
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

年
度
初
め
に
は
、
教
師
が
児
童
の
課
題

を
明
確
に
し
た
う
え
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研

究
テ
ー
マ
を
設
定
し
ま
し
た
。

〈
今
年
度
設
定
し
た
テ
ー
マ
の
抜
粋
〉

・
話
す
こ
と
を
軸
に
言
葉
の
力
を
つ
け
る

指
導
の
工
夫

・
児
童
の
「
○
○
た
い
」
を
引
き
出
す
指

導
の
工
夫

・
語
彙
を
豊
か
に
し
、
自
分
の
思
い
を
表

現
す
る
力
を
高
め
る
指
導
の
工
夫

・
児
童
が
自
ら
考
え
学
習
を
す
す
め
る
指

導
の
工
夫

・
全
員
参
加
を
促
す
指
導
の
工
夫

・
思
考
を
促
す
指
導
の
工
夫

・
仮
説
の
検
証
結
果
か
ら
、
さ
ら
に
考
察

さ
せ
る
指
導
の
工
夫

・
自
己
理
解
を
促
す
指
導
の
工
夫

こ
の
テ
ー
マ
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
教

員
の
日
々
の
授
業
実
践
に
つ
な
が
る
研
究

を
模
索
し
て
お
り
ま
す
。
目
指
す
授
業
に

向
か
っ
て
個
々
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
積
み
重

ね
、
チ
ー
ム
で
振
り
返
り
、
全
体
で
共
有

し
、
ま
た
日
々
の
実
践
に
生
か
し
て
い

く
。
そ
の
サ
イ
ク
ル
で
互
い
に
学
び
合
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
取
組
を
発
表
す
る
機
会
と
し
て
、

令
和
6
年
2
月
22
日
（
水
）
に
研
究
発
表

会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
御
参
加
く

だ
さ
い
。

本
校
で
は
、
不
登
校
の
主
な
原
因
で
あ

る
、
対
人
不
適
応
と
学
業
不
振
の
二
点
に

つ
い
て
改
善
を
図
る
た
め
、
研
究
テ
ー
マ

を
『
不
登
校
生
徒
の
未
然
防
止
と
支
援

～
居
心
地
の
よ
い
学
校
づ
く
り
を
目
指
し

て
～
』
と
設
定
し
、
昨
年
度
か
ら
研
究
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

昨
年
度
は
、
校
内
研
修
会
を
三
回
実
施

し
ま
し
た
。
講
師
を
お
招
き
し
、
学
習
支

援
ソ
フ
ト
の
活
用
法
や
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
を
取
り
入
れ
た
授
業
の
工
夫
、
学

校
環
境
適
応
感
尺
度
ア
セ
ス
の
結
果
の
分

析
、
自
尊
感
情
を
高
め
る
授
業
法
や
支
援

法
に
つ
い
て
学
び
、
実
践
し
ま
し
た
。
他

に
も
支
援
員
や
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
授

業
に
入
り
、
つ
ま
ず
い
て
い
る
生
徒
に
個

別
で
学
習
支
援
を
行
い
、
生
徒
一
人
一
人

が
授
業
理
解
を
深
め
て
、
意
欲
的
に
学
習

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
教
室
へ
入
れ
な
い
生
徒
が
学
習
で
き

る
よ
う
に
、
支
援
員
や
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
別
室
で
学
習
支
援
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
徐
々
に
教
室
に
入
り
、
一
斉
授
業
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
生
徒
も
見
ら

れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
学
校
に
生
徒
一
人
一
人
の

居
場
所
が
あ
れ
ば
、
不
登
校
を
未
然
に
防

ぐ
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
、「
人
の
役
に

立
っ
た
」「
自
分
で
で
き
た
」
と
い
っ

た
、
生
徒
の
自
己
有
用
感
や
自
己
肯
定
感

が
高
ま
る
取
組
を
進
め
ま
す
。
取
組
の
一

つ
と
し
て
、
教
員
が
教
科
ご
と
に
指
導
法

の
工
夫
を
話
し
合
い
、
学
習
指
導
案
を
作

成
し
て
検
証
授
業
を
行
い
ま
す
。
授
業
以

外
に
も
、
昨
年
度
の
成
果
と
課
題
を
踏
ま

え
な
が
ら
様
々
な
取
組
を
行
い
、
令
和
6

年
1
月
に
行
わ
れ
る
研
究
発
表
会
で
、
二

年
間
の
取
組
成
果
を
お
伝
え
す
る
予
定
で

す
。

体育6年「跳び箱運動」

ICTを取り入れて
技の出来栄えを確認する時間

理科5年「雲と天気の変化」

ビーカーの中で積乱雲を
作り出す実験
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学学力力向向上上ににむむけけたた取取組組

全全中中学学校校ででのの英英語語検検定定のの実実施施

平成27年度～

中学校３年で実施

全全小小・・中中学学校校へへのの

教教育育ボボラランンテティィアアのの派派遣遣

平成12年度～

教育ボランティア派遣事業

全全小小学学校校ででのの漢漢字字検検定定のの実実施施
平成17～29年度

小学校４年で実施
平成30年度～

全全小小学学校校へへのの補補助助教教員員のの配配置置

平成14年度～

小学校補助教員配置事業

平成22～28年度

大規模校への複数配置

全全中中学学校校へへのの非非常常勤勤講講師師のの配配置置

平成21～25年度 中学非常勤講師

配置事業

全全中中学学校校へへのの塾塾講講師師のの派派遣遣

（（特特進進講講座座））

平成24年度

中学校への塾講師派遣

平成27～30年度

全中学校への塾講師派遣

全全小小学学校校へへのの塾塾講講師師のの配配置置

（（特特進進講講座座））

平成26年度～

小学校への塾講師派遣

平成27～29年度

全小学校への塾講師派遣
全全小小・・中中学学校校へへのの

学学力力向向上上支支援援員員配配置置

平成27～29年度

東京都教育委員会学力ステップ

アップ推進地域指定事業

特特別別支支援援教教育育・・教教育育相相談談のの充充実実

ススククーールルソソーーシシャャルルワワーーカカーーのの配配

置置

平成22年度～

文部科学省地域指定スクール

ソーシャルワーカー活用事業

特特別別支支援援教教育育支支援援員員のの派派遣遣

平成21年度～

特別支援教育支援員配置事業

ススククーールルカカウウンンセセララーーのの全全校校配配置置

平成23年度～

(平成25年度より東京都教育委員

会事業)

学学校校経経営営支支援援組組織織指指定定校校

平成24年度～ 東京都教育委員会

武蔵村山市立小・中学校全校指定

特特別別支支援援教教育育のの充充実実

（（特特別別支支援援教教室室のの開開級級））

全小・中学校に特別支援教室を設置

平成28年度 村山学園を拠点校

平成29年度 第八小学校を拠点校

平成30年度 第九小学校を拠点校

平成31年度 第三中学校を拠点校

令和 2 年度 第五中学校を拠点校

令和 4 年度 村山学園から大南学園

第七小学校に拠点校変更

不不登登校校児児童童生生徒徒へへのの

支支援援モモデデルル事事業業

平成28年度 文部科学省委託事業

平成29年度～東京都教育委員会

（令和２年度から東京都教育委員

会補助事業）

学学習習環環境境のの整整備備

全全小小・・中中学学校校 水水道道直直結結化化工工事事完完

了了

平成19～25年度

東京都補助金小・中学校水飲栓

全全小小・・中中学学校校 校校庭庭芝芝生生化化

平成22年度～

東京都補助金東京都公立学校運動

場芝生化事業

体体験験学学習習のの充充実実

水水田田学学習習 昭和53年度～ 全小学校５年生

ＩＣＴを活用した小学校水稲栽培学習平成25～28年度

Dr.ドロえもんＰＪ東京大学大学院農学生命科学研究科連携事業

開開かかれれたた教教育育課課程程

小小・・中中学学校校

ココミミュュニニテティィ・・ススククーールル

平成23年度～

村山学園ＣＳ指定

平成26年度

全校指定完了

働働きき方方改改革革
武武蔵蔵村村山山市市学学校校事事務務共共同同実実施施

平成28年度～

連連続続９９日日間間学学校校閉閉庁庁日日のの設設定定

平成30年度～

全小・中学校夏季休業日中

閉庁日の設定

応応答答メメッッセセーージジ付付電電話話対対応応

平成30年度

モデル校にて試行実施

令和元年度～ 全校にて実施

定定時時退退勤勤推推進進日日のの設設定定

平成30年度

モデル校にて試行実施

令和元年度～ 全校にて実施校校務務支支援援シシスステテムムのの導導入入

令和元年度～

全校に校務支援パソコンを導入

小小中中一一貫貫教教育育のの推推進進

小小中中学学校校授授業業実実践践交交流流会会

平成18年度～30年度

小小中中一一貫貫教教育育のの日日

令和元年度～ 小中一貫教育

の日（校区内研究授業）

英英語語教教育育のの充充実実

財財団団法法人人自自治治体体国国際際化化協協会会事事業業語語学学指指導導等等をを行行うう外外国国青青年年招招致致事事業業

平成８年度～ ＡＬＴの配置（中学校：週４日・小学校：週１日）

ＪＥＴプログラム（東京都23区・26市唯一の導入）

ネイティブ・スピーカーの常勤配置

小小学学校校英英語語活活動動支支援援員員配配置置事事業業

平成20年度～

全小学校への英語活動支援員

の配置

EE--CCoommmmuunniiccaattiioonn  PPrrooggrraamm

平成29・30年度

（武蔵村山市民会館主催事業）

横須賀バイリンガルブリッジとの

国際交流

横横田田ミミドドルルススククーールル

一一日日留留学学体体験験

平成29年度～

横田ミドルスクール生徒との

国際交流

メメンンデデルル小小学学校校・・ウウエエスストト小小学学校校

ととのの交交流流

平成26年度～ 横田メンデル・

ウエスト小学校児童との国際交流

支支援援員員のの派派遣遣

全全中中学学校校へへのの部部活活動動支支援援事事業業

平成14年度～ 部活動外部支援員派遣事業

平成27～29年度 運動部部活動支援プロジェクト事業

平成30年度～ 部活動外部指導員派遣事業

全全小小・・中中学学校校へへのの学学校校司司書書配配置置

平成21年度～ 学校司書活用推進事業

学校図書プロジェクト

全全小小学学校校へへのの理理科科観観察察実実験験支支援援員員配配置置

平成27～29年度 文部科学省地域指定

観察実験アシスタント（PASEO）配置事業

ＩＩＣＣＴＴ教教育育支支援援員員派派遣遣事事業業

令和２年度～

教教育育関関連連諸諸事事業業

中中学学校校総総合合体体育育大大会会【7～9月】

会場：市内各中学校等

小小中中一一貫貫教教育育のの日日【6～10月】

会場：各中学校区で設定

少少年年少少女女ササッッカカーー大大会会【11月】

会場：総合運動公園運動場

小小中中学学生生百百人人一一首首大大会会【10月】

会場：総合体育館

市市民民駅駅伝伝競競走走大大会会【12月】

コース：市内６区間14.87㎞

少少年年少少女女ドドッッジジボボーールル大大会会

【７月】 会場：総合体育館

書書初初めめ展展、、図図画画工工作作・・美美術術展展

【1月】会場：市民会館展示室

第第二二小小学学校校・・大大南南学学園園第第七七小小学学校校 民民間間ププーールルのの活活用用

令和４年度

民間プール利用事業

教教育育ののつつどどいい

平成11年～令和元年度
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平成23年度〜 学校と家庭の連携推進校 都 13

平成23年度〜 小中一貫教育研究指定校 市 13

平成29年度～ 学力向上担当教師加配事業 都 7

平成30年度～ 地域防災連携「村学レンジャー」 市 6

平成30年度〜 太陽光パネルを活用した環境教育推進校 市 6

令和５年度 教育課程実践検証協力校（中学部） 都 1

平成24年度～ 教育課題研究校「食育・学校園活用」 市 12

平成27年度〜 小中一貫教育研究指定校 市 9

令和２年度～ 学校マネジメント強化モデル事業 都 4

令和３年度～ 学校と家庭の連携推進校 都 3

令和４・５年度 特色ある学校づくり推進校 市 2

平成23年度〜 学校と家庭の連携推進校 都 13

平成27年度〜 小中一貫教育研究指定校 市 9

平成27年度〜 部活動ハンドボール競技奨励校 市 9

平成30年度～ 学校マネジメント強化モデル事業 都 6

平成30年度〜 太陽光パネルを活用した環境教育推進校 市 6

令和２年度～ ＮＩＥ実践指定校 民 4

令和４・５年度 特色ある学校づくり推進校 市 2

令和元年度～ 小中一貫教育推進校（一中校区） 市 5

Ｈ23年度
Ｈ25年度

校庭芝生化
コミュニティスクール 令和２年度～ 学校と家庭の連携推進校 都 4

平成28年度〜 学校と家庭の連携推進校 都 8

Ｈ24年度
Ｈ26年度

校庭芝生化
コミュニティスクール 令和元年度～ 小中一貫教育推進校（一中校区） 市 5

令和５・６年度 特色ある学校づくり推進校 市 1

平成25年度〜 学校と家庭の連携推進校 都 11

平成27年度〜 海外派遣教師によるALL ENGLISH講座事業 市 9

平成30年度〜 太陽光パネルを活用した環境教育推進校 市 6

令和元年度～ 小中一貫教育推進校（一中校区） 市 5

平成24年度〜 学校と家庭の連携推進校 都 12

平成30年度～ 小中一貫教育推進校（三中校区） 市 6

令和２年度～ 文化プログラム・学校連携事業※申請中 都 4

令和５年度 ゼロカーボンシティチャレンジ校 市 1

平成25年度〜 太陽光パネルを活用した環境教育推進校 市 11

平成28年度〜 学校と家庭の連携推進校 都 8

平成30年度～ 小中一貫教育推進校（三中校区） 市 6

令和２年度～ 学校マネジメント強化モデル事業 都 4

令和４・５年度 東京都人権尊重教育推進校 都 2

令和５年度 ゼロカーボンシティチャレンジ校 市 1

平成28年度〜 学校と家庭の連携推進校 都 8

平成30年度～ 小中一貫教育推進校（三中校区） 市 6

平成30年度〜 太陽光パネルを活用した環境教育推進校 市 6

令和５年度 ゼロカーボンシティチャレンジ校 市 1

平成25年度～ 完全午前５時間制推進校 市 11

令和元年度～ 小中一貫教育推進校（五中校区） 市 5

令和２年度～ 学校と家庭の連携推進校 都 4

平成26年度～ 「徳育科」推進モデル校 市 10

平成28年度〜 学校と家庭の連携推進校 都 8

平成29年度～ 学校マネジメント強化モデル事業 都 7

平成30年度～ 教育課程特例校（徳育科） 国 6

令和元年度～ 小中一貫教育推進校（五中校区） 市 5

令和４・５年度 教育課程実践検証協力校 国 2

令和５・６年度 特色ある学校づくり推進校 市 1

平成22年度〜 日本の伝統・文化教育推進事業 市 14

令和元年度～ 小中一貫教育推進校（五中校区） 市 5

令和２年度～ 学校マネジメント強化モデル事業 都 4

令和３年度～ 学校と家庭の連携推進校 都 3

令和３年度～ ＮＩＥ実践指定校 民 3

令和４年度～ 完全午前５時間制推進校 市 2

平成27年度〜 地域防災連携五中レスキュー隊 市 9

平成27年度〜 部活動ハンドボール競技奨励校 市 9

平成30年度〜 太陽光パネルを活用した環境教育推進校 市 6

令和元年度～ 小中一貫教育推進校（五中校区） 市 5

令和２年度～ 学校と家庭の連携推進校 都 4

令和４年度～ 文化プログラム・学校連携事業※申請中 都 2

令和５年度～ 学校マネジメント強化モデル事業 都 1

令和5年4月１日現在

令令和和55年年度度　　武武蔵蔵村村山山市市立立学学校校　　研研究究活活動動等等一一覧覧
校校区区 校校区区目目標標 学学校校名名 研研究究主主題題等等 研研究究指指定定・・事事業業名名

発発表表会会
報報告告会会

施設一体型
小中一貫校

小中一貫校村山学園

Ｈ22年度
Ｈ23年度

校庭芝生化
コミュニティスクール

【村学研究主題】
GIGAスクール構想に基づく
個に応じた指導と基礎的・基
本的な学力の定着及び学力向
上

【教育目標】
　人にやさしく
　自分に強く
　英知を磨く
　村山の生徒
【中期教育目標】
　志をもち、主体的に
　考え実践する
　児童・生徒の育成

【七小研究主題】
継続的な授業研究による教師
一人一人の授業力の向上
～児童の課題に着目し、その
改善・克服に資する学習指導
の工夫を通して～

2月22日
研究発表
（特色）

Ｈ23年度
Ｈ25年度

校庭芝生化
コミュニティスクール

小中一貫校大南学園
第四中学校

【四中研究主題】
不登校生徒の未然防止と支援

１月18日
研究発表
（特色）

Ｈ23年度
Ｈ25年度

校庭芝生化
コミュニティスクール

施設分離型
小中一貫教育
【一中校区】

【教育目標】
○自ら学びに向かう児童・生徒
○心豊かにやさしい児童・生徒
○心身ともに健康な児童・生徒
○あきらめずに頑張る児童・生徒

【中学校区研究主題】
　感じたことを大切にし、思いや
願いを実現する児童・生徒の育成

第一小学校

施設隣接型
小中一貫校

【校訓】
　「自主創造」
　自主・自立
　共生・貢献
　健康・大志

【小中一貫校基準】
小学校
　わけをそえて話すことができる
児童
中学校
　自分の考えをもち、理由をそえ
て説明できる生徒

小中一貫校大南学園
第七小学校

第九小学校

第一中学校

【一中研究主題】
ICT機器を用いた授業と校務
の改善

Ｈ23年度
Ｈ25年度

校庭芝生化
コミュニティスクール

【一小研究主題】
みんなで創る学校

【九小研究主題】
自ら課題を見付け、協働しながら学
習できる児童の育成（案）
　～地域の材を生かした総合的な学
習の時間を通して～

Ｈ23年度
Ｈ26年度

校庭芝生化
コミュニティスクール

雷塚小学校

【雷小研究主題】
自分と共に人を大切にできる
児童の育成

12月15日
研究発表
（人権）

第三小学校
【三小研究主題】
主体的に学習に取り組み、思
考を深める児童の育成 ～ICT
機器の有効活用～

Ｈ24年度
Ｈ25年度

校庭芝生化
コミュニティスクール

施設分離型
小中一貫教育
【五中校区】

【教育目標】
　確かな学力と豊かな心を育み、
自信と誇りをもって21世紀を逞
しく生き抜く子供の育成

第二小学校
【二小研究主題】
算数科「自分の考えをもち、
伝え合う児童の育成」

第三中学校

【教育目標】
　自己の夢の実現に向けて、地域
を愛し、正しい行動力をもち、思
いやりと協力精神のある主体的な
実践を積み上げた児童・生徒の育
成

施設分離型
小中一貫教育
【三中校区】

校庭芝生化
コミュニティスクール

Ｈ23年度
Ｈ25年度

第八小学校

Ｈ24年度
Ｈ24年度

校庭芝生化
コミュニティスクール

【八小研究主題】
（仮）算数の授業で考えるの
が楽しいと思える児童の育成
～児童が関連付ける指導を通
して～

Ｈ24年度
Ｈ26年度

校庭芝生化
コミュニティスクール

【三中研究主題】
確かな学力を育成するための
ICT機器の活用の在り方
～一人一台端末を活用した学
習指導の工夫～

第十小学校

【十小研究主題】
豊かな人間関係を育む、安心
感のある学級づくり

Ｈ24年度
Ｈ26年度

校庭芝生化
コミュニティスクール

第五中学校

【五中研究主題】
主体的・対話的で深い学びの
ある授業の実現　～タブレッ
ト端末を活用して～

Ｈ23年度
Ｈ26年度

校庭芝生化
コミュニティスクール
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度
に
な
っ
て
か
ら
初
め
て
の
行
事

な
の
で
新
し
い
環
境
や
ク
ラ
ス
に
慣
れ
な

い
ま
ま
長
縄
月
間
が
始
ま
り
ま
し
た
。
子

供
達
は
楽
し
そ
う
に
長
縄
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
が
、
ク
ラ
ス
が
一
つ
の
目
標
に

向
か
っ
て
団
結
す
る
雰
囲
気
が
最
初
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
日
々
の
練

習
で
6
年
生
が
回
数
を
ク
ラ
ス
み
ん
な
で

数
え
た
り
、
う
ま
く
跳
べ
な
か
っ
た
子
に

励
ま
し
の
言
葉
を
か
け
た
り
す
る
姿
を
全

校
に
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
だ

ん
だ
ん
と
ど
の
ク
ラ
ス
も
声
を
掛
け
合

い
、
励
ま
し
合

い
な
が
ら
練
習

に
取
り
組
む
よ

う
に
な
り
ま
し

た
。長

縄
月
間
中

に
長
縄
大
会
に

向
け
て
本
番
と

同
じ
よ
う
に
行

う
長
縄
集
会
が
二
回
あ
り
ま
し
た
。
一
回

目
の
長
縄
集
会
は
大
会
の
雰
囲
気
に
慣
れ

る
た
め
に
行
い
ま
し
た
。
特
に
1
年
生
は

初
め
て
の
全
校
で
の
取
り
組
み
に
ド
キ
ド

キ
し
て
い
る
様
子
で
し
た
が
子
供
達
と
担

任
の
先
生
が
一
緒
に
な
っ
て
楽
し
ん
で
い

る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
二
回
目
の
長
縄

集
会
で
は
、
各
ク
ラ
ス
が
縄
の
回
し
方
や

入
り
方
を
工
夫
し
、
リ
ズ
ム
よ
く
縄
に

入
っ
て
は
跳
ん
で
、
流
れ
る
よ
う
に
回
数

を
増
や
し
て
い
ま
し
た
。
各
ク
ラ
ス
の
練

習
の
成
果
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
長
縄
大
会
本
番
の
日
で
す
。

当
日
、
雨
が
心
配
さ
れ
た
た
め
四
時
間
目

の
予
定
を
三
時
間
目
に
変
更
し
て
大
会
を

行
い
ま
し
た
。
子
供
達
は
練
習
の
成
果
を

発
揮
し
た
い
と
ワ
ク
ワ
ク
し
た
様
子
で
し

た
。
本
番
で
は
校
庭
が
今
ま
で
に
な
い
熱

気
に
包
ま
れ
、
子
供
達
と
教
員
と
保
護
者

が
一
体
と
な
っ
て
大
会
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ど
の
ク
ラ
ス
も
長
縄
集
会
の

時
よ
り
記
録
を
伸
ば
し
て
い
ま
し
た
。
ク

ラ
ス
対
抗
の
大
会
の
た
め
勝
敗
は
あ
り
ま

し
た
が
、
子
供
達
は
自
分
達
の
記
録
に
挑

戦
す
る
楽
し
さ
を
力
い
っ
ぱ
い
の
笑
顔
で

表
現
し
て
い
ま
し
た
。
ど
の
ク
ラ
ス
も
や

り
切
っ
た
表
情
で
、
お
互
い
を
称
え
合
っ

た
拍
手
は
長
縄
大
会
が
成
功
に
終
わ
っ
た

こ
と
を
物
語
る
か
の
よ
う
に
校
庭
に
響
い

て
い
ま
し
た
。

交
通
安
全
教
室
・
自
転
車
教
室

�

自
転
車
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
教
室

�

～
第
三
小
学
校
～

本
校
で
は
、
5
月
11
日
（
木
）
に
、
交

通
安
全
教
室
を
行
い
ま
し
た
。
警
察
の
方

に
来
て
い
た
だ
き
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
、
ク
イ
ズ

を
取
り
入
れ
て
、
お
話
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
低
学
年
は
、「
安
全
な
歩
き

方
」
に
つ
い
て
、
中
学
年
、
高
学
年
は

「
安
全
な
自
転
車
の
乗
り
方
」
に
つ
い
て

学
習
し
ま
し
た
。

1
年
生
も
、
学
校
生
活
に
慣
れ
て
き

て
、
お
友
達
と
お
話
を
し
な
が
ら
登
下
校

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
楽
し
く
な
っ

て
し
ま
う
あ
ま
り
、
追
い
か
け
っ
こ
に
な

る
場
面
も
多
く
見
受
け
ら
れ
、
大
変
危
険

で
す
。
学
校
で
は
、
学
級
指
導
を
す
る
と

と
も
に
、
5
月
8
日
（
月
）
か
ら
12
日

（
金
）
ま
で
下
校
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

「
右
側
通
行
」「
二
列
で
歩
く
」
を
重
点

に
指
導
し
ま
し
た
。

ま
た
、
同
日
の
午
後
、
４
年
生
は
自
転

車
教
室
を
行
い
ま
し
た
。
急
に
雨
が
降
っ

て
き
て
、
中
止
に
な
る
か
と
思
い
ま
し
た

が
、
日
頃
の
行
い
が
よ
か
っ
た
の
か
、
自

転
車
教
室
の
時
間
だ
け
雨
が
上
が
り
、
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

自
転
車
教
室
に
先
立
ち
、
４
月
21
日

（
土
）
の
公
開
日
に
は
、
自
転
車
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
ー
教
室
を
行
い
ま
し
た
。
本
校
で

は
初
の
開
催
で
し
た
が
、
保
護
者
の
皆
様

も
一
緒
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
意
欲
的

に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
代
表
児
童

が
危
険
な
場
所
や
場
面
に
つ
い
て
、
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
で
体
験
し
ま
し
た
。
そ
の

体
験
を
も
と
に
、
実
車
練
習
で
は
、
落
ち

着
い
て
乗
車
で
き
、
全
員
が
無
事
に
免
許

を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

保
護
者
の
方
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
も
、

家
庭
で
自
転
車
の
安
全
な
乗
り
方
や
、
交

通
ル
ー
ル
に
つ
い
て
話
す
こ
と
が
で
き
る

よ
い
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
、
感
想
を
い

た
だ
け
ま
し
た
。
坂
の
多
い
三
小
学
区
な

の
で
、
４
年
生
で
の
自
転
車
教
室
に
な
っ

て
い
ま
す
。
安
全
な
自
転
車
運
転
の
た
め

に
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
着
用
し
、
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
を
指

導
し
て
い
ま
す
。
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夏
休
み
子
ど
も
展
示

�
「
武
蔵
村
山
と
戦
争
の
記
録
」

か
つ
て
日
本
は
1
８
9
4
（
明
治
27
）

年
の
日
清
戦
争
か
ら
1
9
4
5
（
昭
和

20
）
年
の
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
の
終
戦

ま
で
、
多
く
の
戦
争
に
関
わ
っ
て
き
ま
し

た
。戦

争
で
は
大
切
な
家
族
が
兵
隊
と
し
て

戦
地
に
行
く
こ
と
は
当
た
り
前
で
、
子
供

た
ち
は
大
人
の
代
わ
り
に
働
く
な
ど
人
び

と
の
生
活
は
す
べ
て
「
戦
争
」
に
重
点
が

置
か
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
当
時
の
様
子
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
道
具
や
文
書
と
い
っ
た
資
料
は
、

戦
争
を
体
験
し
て
い
な
い
世
代
が
増
え
、

当
時
の
話
を
聞
く
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て

き
た
今
で
は
貴
重
な
情
報
源
と
な
っ
て
い

ま
す
。

「
戦
争
の
記
録
」
を
テ
ー
マ
に
当
時
の

生
活
や
出
来
事
、
市
域
に
あ
っ
た
戦
争
遺

跡
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

夏
休
み
は
子
供
た
ち
と
一
緒
に
歴
史
民

俗
資
料
館
で
、
地
域
の
こ
と
を
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
？

【
期
間
】
7
月
15
日
（
土
）
か
ら

9
月
3
日
（
日
）
ま
で

【
時
間
】
午
前
9
時
か
ら

午
後
5
時
ま
で

【
場
所
】
歴
史
民
俗
資
料
館

※
　
7
月
19
日
（
水
）、
8
月
7
日

（
月
）、
16
日
（
水
）
は
休
館
日

参
加
者
募
集
！

�

夏
休
み
親
子
体
験
教
室
「
藍
染
め
」

植
物
な
ど
の
天
然
素
材
を
染
料
と
し
て

繊
維
を
染
め
上
げ
る
こ
と
を
草
木
染
め
と

い
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
イ
ン
ド
藍
を
つ
か
っ
て

ガ
ー
ゼ
ハ
ン
カ
チ
（
綿
）
と
ト
ー
ト
バ
ッ

グ
（
綿
）
を
染
め
る
体
験
教
室
を
行
い
ま

す
。

【
日
時
】
7
月
29
日
（
土
）

午
後
1
時
30
分
か
ら

午
後
４
時
ま
で

【
場
所
】
歴
史
民
俗
資
料
館

【
対
象
】
小
学
生
か
ら
中
学
生
ま
で

（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

【
定
員
】
15
名
（
1
組
3
名
ま
で
）

【
費
用
】
500
円

※
　
染
料
・
ハ
ン
カ
チ
・
ト
ー
ト
バ
ッ
グ

代
含
む

【
持
ち
物
】
筆
記
用
具
、
エ
プ
ロ
ン
、

ビ
ー
玉
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
フ
タ
な
ど
模
様
を
つ
け

る
も
の

※
　
当
日
は
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で

【
申
込
】
7
月
15
日
（
土
）
午
前
9
時
か

ら
歴
史
民
俗
資
料
館
窓
口
又
は

電
話
に
て
受
付

今
年
で
21
回
目
の
開
催
と
な
る
本
大
会

は
、
小
学
3
・
４
年
生
の
部
（
男
子
・
女

子
）、
小
学
5
・
6
年
生
の
部
（
男
子
・

女
子
）
の
４
つ
の
部
門
で
試
合
を
行
い
ま

す
。熱

戦
を
繰
り
広
げ

る
選
手
に
応
援
を
お

願
い
し
ま
す
。

な
お
、
大
会
当
日

は
例
年
多
く
の
来
場

が
あ
り
ま
す
。
駐
車
台
数
に
は
限
り
が
あ

り
ま
す
の
で
、
会
場
へ
は
公
共
交
通
機
関

等
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
期
間
】
7
月
13
日
（
木
）
か
ら

9
月
3
日
（
日
）
ま
で

【
時
間
】
午
前
10
時
か
ら

午
後
5
時
30
分
ま
で

【
場
所
】
本
町
5
ー
31
ー
1

【
利
用
料
】
大
人（
中
学
生
以
上
）：

100
円

子
供
（
3
歳
以
上
小
学
生
以

下
）：

50
円

※
　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

（
ペ
ー
ジ
番
号：

1
0
0
6
5
７
4
）

〈
問
合
せ
〉
歴
史
民
俗
資
料
館

�

☎
0
4
2
‐
5
6
0
‐
6
6
2
0

第
21
回
少
年
少
女

�

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
開
催
！

部　門 小学3・４年生の部
（男子・女子）

小学5・6年生の部
（男子・女子）

日　程 令和5年7月22日（土）

場　所 総合体育館第一体育室

開会式 午前8時30分から

試合開始 午前9時から 午後1時30分から

表彰式 試合終了後

閉会式 表彰式終了後

「
野
山
北
公
園
プ
ー
ル
」
オ
ー
プ
ン

〈
問
合
せ
〉
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

�

☎
0
4
2
‐
5
6
5
‐
1
1
1
1

�

（
内
線
6
5
4
・
6
5
5
）

市広報キャラクター
「Mジロ」

野山北公園プール
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〈
問
合
せ
〉
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

�

☎
0
4
2
‐
5
6
5
‐
1
1
1
1

�

（
内
線
6
5
4
・
6
5
5
）

少
年
・
古
希
軟
式
野
球
チ
ー
ム

�

親
善
試
合
を
開
催
し
ま
す

軟
式
野
球
を
通
じ
て
地
域
の
親
睦
を
深

め
る
と
と
も
に
活
性
化
を
図
る
た
め
、
市

内
の
少
年
野
球
チ
ー
ム
と
古
希
チ
ー
ム
に

よ
る
親
善
試
合
を
行
い
ま
す
。

【
日
程
】
9
月
10
日
（
日
）

【
場
所
】
総
合
運
動
公
園
運
動
場

第
3
運
動
場

教育長・教育委員の動き
４月　3日（月） 校長・副校長、教職員辞令伝達式
４月　6日（木） 市立小学校入学式（小中一貫校村山学園を

除く）
４月　7日（金） 市立中学校及び小中一貫校村山学園入学式
４月11日（火） 東京都市教育長会
４月12日（水） 東京都市教育長会第1回予算特別委員会
４月21日（金） 第４回教育委員会定例会
４月28日（金） 東京都市町村教育委員会連合会　第1回常

任理事会・理事会
5月　9日（火）
　～10日（水） 関東地区都市教育長協議会第1回理事会・

総会・分科会
5月18日（木）
　～19日（金） 第73回定期総会・研究大会（北海道大

会）
5月23日（火） 第5回教育委員会定例会
5月31日（水） 東京都市町村教育委員会連合会第67回定

期総会
6月23日（金） 第6回教育委員会定例会

第5回定例会　令和5年5月23日（火）
議案第29号　令和5年度教育予算の補正（第3号）の申出に

係る臨時代理の承認について
議案第30号　武蔵村山市立学校学校運営協議会委員の委嘱等

に係る臨時代理の承認について
議案第31号　武蔵村山市学校給食運営委員会規則の一部を改

正する規則について
議案第32号　武蔵村山市立学校の指定に関する規則の一部を

改正する規則について
議案第33号　武蔵村山市教育委員会事務局職員の任命に係る

臨時代理の承認について

第3回定例会　令和5年3月27日（月）
議案第10号　令和４年度教育予算の補正（第10号）の申出に係る

臨時代理の承認について
議案第11号　令和5年度教育予算の補正（第1号）の申出に係る臨

時代理の承認について
議案第12号　武蔵村山市教育委員会事務局組織規則の一部を改正す

る規則について
議案第13号　武蔵村山市立学校の給食費に関する規則の一部を改正

する規則について
議案第1４号　武蔵村山市教育委員会事務局処務規程の一部を改正す

る規程について
議案第15号　武蔵村山市教育委員会施設勤務職員の勤務時間、休憩

時間等に関する規程の一部を改正する規程について
議案第16号　武蔵村山市立学校職員の兼業等及び教育公務員の教育

に関する兼職等に関する事務取扱規程の一部を改正す
る規程について

議案第17号　令和5年度武蔵村山市立小・中学校入学式の告辞につ
いて

議案第18号　令和5年度武蔵村山市立学校教育課程の受理について
議案第19号　令和5年度武蔵村山市学校給食基本計画について
議案第20号　武蔵村山市立学校学校運営協議会委員の委嘱について
議案第21号　武蔵村山市立学校の学校医、学校歯科医、学校薬剤師

の委嘱について
議案第22号　武蔵村山市教育委員会事務局職員の任免に係る臨時代

理の承認について
議案第23号　東京都教育委員会職員の派遣に関する協定締結の臨時

代理の承認について
議案第2４号　指導主事の任命について
議案第25号　教育センター職員の任命について
第4回定例会　令和5年4月21日（金）
議案第26号　武蔵村山市立学校学校運営協議会委員の委嘱等に係る

臨時代理の承認について
議案第27号　武蔵村山市生涯学習審議会委員の委嘱に係る臨時代理

の承認について
議案第28号　武蔵村山市立学校令和6年度使用教科用図書採択要領

について

教育委員会提出議案の内容

5月8日から、新型コロナウイルス感染症の位置づ
けが5類に移行しました。最新の情報につきまして
は、ホームページ等で御確認ください。

「教育むさしむらやま」への
� 御意見・御感想をお寄せください。
TEL：042-565-1111（内線424）
FAX：042-566-4490
E-mail：ky-syomu@city.musashimurayama.lg.jp

事　　業　　名 開�催�日 場　　所 対　象　者　等 問合せ先

令和5年度少年少女スポーツ大会
第53回少年野球大会

6/25（日）～7/9（日）
の土日　※

総 合 運 動 公 園 運 動 場
（ 第 1・ 第 3 運 動 場 ） 市内在住・在学者 ス ポ ー ツ

振 興 課
令和5年度少年少女スポーツ大会
第21回少年少女ドッジボール大会 7/22（土） 総合体育館第一体育室 市内在住・在学者 ス ポ ー ツ

振 興 課

少年・古希軟式野球チーム親善試合 9/10（日） 総 合 運 動 公 園 運 動 場
（ 第 3 運 動 場 ）

市内少年野球チーム及び
古希野球選抜チーム

ス ポ ー ツ
振 興 課

令和5年7月～9月　主な教育委員会関係事業予定

昨年度大会の様子

※　7/8（土）、7/9（日）は予備日


